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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
８

０
２

回
 

南
奧
駈
道
(行

仙
宿
～
２
１
世
紀
の
森
)の

連
休
前
点
検
巡
視
 

 実
施
日
；
平
成
２
７
年
０
４
月
１
９
日
(日

) 
曇
り
の
ち
一
時
晴
 

参
加
者
；
川
島
 
功
、
田
中
稔
昭
、
大
門
健
一
、
栗
原
真
行

(上
記
４
名
前
泊

)、
沖
﨑
吉
信
、
畑
林
清
子
、
高
階
美
根
子
、
梶
野
照
雄
、
塩
川
真
武
、

橋
本
 
梓

(亀
の
子
会

)。
車
回
送
者
；
大
江
徳
子
。
 
９９ ９９
名
他

名
他

名
他

名
他
１１ １１
名名 名名
。 

 
 

  
１
８
日
、
浦
向
・
實
利
行
者
祭
り
・
直
会
に
参
列
後
、
川
島
・
田
中
さ
ん
が

行
仙
宿
へ
。
雨
水
貯
槽
３
個
を
据
え
、
栓
を
し
て
雨
水
が
貯
ま
る
よ
う
に
す
る
。 

 栗
原
氏
笠
捨
山
往
復
し
１
６
時
頃
戻
る
。
１
６
時
半
大
門
・
田
中
氏
行
仙
宿
着
。 

行
仙
宿
山
小
屋
前
泊
組
は
、
川
島
代
表
、
田
中
さ
ん
、
大
門
氏
に
、
尾
鷲
総
合

病
院
内
科
医
・
栗
原
さ
ん
が
事
前
に
「
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
合
流
さ
れ
、
翌
日
の
我
々
の
行
動
に
も
参
加
す
る
と
の
こ
と
。
同
氏
は

日
本
１
０
０
名
山
を
踏
破
さ
れ
た
登
山
家
で
も
あ
り
、
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
行

事
に
初
参
加
と
な
る
。

 

 
大
門
氏
準
備
の
美
味
し
い
鍋

(鴨
肉
・
ア
サ
リ
等

)料
理
に
、
つ
い
つ
い
お
酒
が

す
す
む
も
２
１
時
前
に
は
就
寝
。

 

 
 
０
４

０
４

０
４

０
４
月月 月月
１
９

１
９

１
９

１
９
日日 日日

( 日日 日日
)     

室
内
１
４
℃
、
外
１
０
℃
。。 。。

 
    
新
宮
市
･沖

崎
・
大
江
車
は
、
２
１
世
紀
の
森
東
屋
で
大
阪
市
・
塩
川
車
と
合

流
し
、
大
江
さ
ん
が
行
仙
宿
補
給
路
登
山
口
へ
回
送
し
て
下
さ
り
、
紀
北
町
・

高
階
さ
ん
と
堺
市
・
梶
野
さ
ん
が
合
流
。

 

 
当
日
組
の
６
名
が
８
時
２
０
分
頃
に
小
屋
に
到
着
後
、
川
島
代
表
の
挨
拶
と

本
日
の
参
加
者
の
紹
介
の
あ
と
、
行
者
堂
に
て
願
行
を
行
う
。

 
佐
田
ノ
辻
を
出
発
し
、
１
０
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
で
旧
逓
信
路
（
沖
崎
・

梶
野
・
栗
原
さ
ん
３
名
）
と
奥
駈
道
の
二
手
に
別
れ
て
行
動
す
る
。

 

奥
駈
道
に
は
信
仰
心
の
気
持
ち
で
色
々
な
石
塔
や
お
地
蔵
さ
ま
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。

 

９
時
に
檜
の
大
木
の
裾
に
あ
る
「
八
大
金
剛
童
子
」
の
石
塔
に
合
掌
し
歩
み

を
進
め
、
笠
捨
山
を
正
面
に
左
手
に
は
電
波
反
射
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が

見
え
る
広
い
場
所
で
小
休
止
を
取
る
。

 
そ
こ
か
ら
少
し
下
っ
て
笠
捨
山
（
１
３
５
２
ｍ
）
へ
登
っ
て
行
く
が
、
先
頭

を
行
く
女
性
陣
は
健
脚
揃
い
で
引
っ
張
っ
て
貰
う
様
な
感
じ
で
山
頂
に
辿
り
着

き
、
２
０
分
程
休
憩
を
取
り
女
性
陣
か
ら
お
菓
子
の
提
供
が
あ
る
。

 
山
頂
に
は
道
祖
神
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、
礎
石
周
り
の
補
強
の
た
め
今
年

の
５
月
連
休
に
、
行
仙
宿
山
小
屋
に
家
族
で
泊
ま
り
込
み
作
業
を
行
う
と
の
話

で
、
既
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
練
り
の
た
め
、
雨
水
を
溜
め
る
設
備
も
近
く
に
準
備

さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

 

 
 

 
 
 

前
泊
組
 
 
 
 
 
 
 
佐
田
ノ
辻
出
発
前
 
 
 
 
 
笠
捨
山
山
頂

 

道
祖
神
を
背
に
右
方
向
に
下
っ
て
い
く
が
、
道
は
昨
年
１
１
月
２
９
日
に
登

り
、
行
程
で
出
っ
張
り
根
を
切
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
葛
川
辻
で
旧

逓
信
路
を
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
合
流
し
た
。

 

沖
崎
・
梶
野
さ
ん
の
水
場
調
査
報
告
で
は
、
水
場
は
問
題
無
い
が
、
径
の
途

中
大
き
な
崩
れ
が
２
ヵ
所
と
径
の
傷
み
箇
所
が
多
く
、
手
入
れ
す
る
に
は
日
数

と
人
手
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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地
蔵
岳
に
向
か
う
途
中
に
、
行
仙
宿
近
く
に
あ
る
送
電
線
鉄
塔
か
ら
伸
び
た

 
送
電
線
を
受
け
る
鉄
塔
が
尾
根
に
あ
り
、
周
り
は
討
伐
さ
れ
地
肌
が
露
わ
に
な

っ
て
い
た
の
が
気
に
掛
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

そ
こ
を
過
ぎ
る
と
登
り
道
と
成
り
、
青
木
さ
ん
が
設
置
し
た
道
案
内
板
を
手

掛
り
に
、
杉
、
檜
、
高
野
槇
、
石
楠
花
な
ど
の
落
ち
葉
を
踏
み
な
が
ら
脚
を
進

め
ば
、
行
く
手
を
遮
る
か
の
よ
う
な
険
し
い
岩
場
が
現
れ
る
。
上
か
ら
降
り
て

い
る
鎖
は
ま
だ
新
し
く
、
２
連
で
所
々
結
び
目
を
施
し
滑
り
止
め
の
配
慮
が
嬉

し
い
。
そ
の
鎖
を
片
手
に
持
ち
、
岩
の
端
に
片
方
の
手
や
足
を
掛
け
て
よ
じ
登

っ
た
り
下
っ
た
り
の
連
続
で
、
途
中
に
は
「
槍
ヶ
獄
」
の
石
塔
が
あ
り
、
ま
た

鎖
を
頼
り
に
岩
場
を
登
っ
て
行
く
こ
と
な
る
。
 
 
 

 
 
地
蔵
岳
（
１
２
５
０
ｍ
）
の
山
頂
手
前
で
は
、
児
嶋
氏
作
製
の
道
案
内
板
を

梶
野
さ
ん
持
参
の
充
電
式
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
で
取
付
け
、
作
業
も
捗
る
。 

地
蔵
岳
直
下
に
は
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
石
地
蔵

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
地
蔵
岳
を
越
え
少
し
下
っ
た
処
の
尾
根
で
昼
過
ぎ
と
な
り
、

各
自
適
当
な
場
所
を
選
ん
で
荷
を
下
ろ
し
て
昼
食
。
食
後
、
女
性
陣
か
ら
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
貰
い
口
に
入
れ
る
と
、
甘
さ
が
疲
れ
を
癒
し
、
ほ
っ
と
す
る
。

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

 ３
０
分
後
身
支
度
を
調
え
て
、
痩
せ
尾
根
を
通
り
登
る
と
四
阿
之
宿
跡
へ
。

な
だ
ら
か
な
下
り
道
が
続
き
「
拝
み
返
し
」
の
道
標
を
過
ぎ
て
暫
く
行
く
と
「
国

道
４
２
５
号
」
右
手
方
向
を
示
す
板
が
あ
り
、
「
檜
之
宿
跡
」
の
石
碑
を
見
て

下
っ
て
行
く
と
、
倒
木
の
枝
が
歩
行
す
る
に
支
障
と
な
る
高
さ
に
あ
り
、
沖
崎

さ
ん
が
鋸
で
切
り
落
と
す
作
業
を
行
っ
た
。

 

 
暫
く
下
り
道
を
上
が
っ
て
行
く
と
尾
根
に
送
電
線
の
鉄
塔
が
見
え
た
が
、
太

陽
が
時
折
顔
を
見
せ
気
温
も
上
昇
し
、
鉄
塔
の
近
く
で
小
休
止
と
な
り
水
分
補

給
や
行
動
食
を
摂
る
。

 

ま
た
、
荷
物
を
担
い
で
１
０
分
程
歩
い
た
と
こ
ろ
で
香
精
山
（
１
１
２
１
ｍ
）

に
出
て
、
下
っ
て
行
く
途
中
に
縦
半
分
に
割
れ
た
杉
倒
木
が
い
く
手
を
遮
っ
て

い
た
が
、
橋
本
さ
ん
、
田
中
さ
ん
が
下
か
ら
支
え
役
、
沖
崎
さ
ん
が
鋸
で
切
り

役
と
な
り
撤
去
し
た
。

 

登
り
下
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
歩
行
し
て
い
る
と
、
背
負
っ
た
荷
物
の
重
さ

が
段
々
と
太
股
の
筋
肉
が
痛
み
出
し
脚
の
運
び
を
鈍
く
す
る
。
梶
野
さ
ん
が
杉

枝
を
杖
代
わ
り
に
な
る
の
を
探
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
歩
行
を
進

め
た
。
道
の
所
々
に
、
青
木
さ
ん
が
作
成
さ
れ
た
方
向
板
を
目
に
す
る
。
天
候

が
晴
れ
て
い
る
日
で
も
有
り
難
い
が
、
雨
や
濃
霧
の
天
候
の
場
合
で
も
目
立
つ

地蔵岳の垂直鎖場 

地蔵岳への道案内板取付け 

昼食時の寛ぎ 

はみ出した倒木の枝切り 
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色
合
い
で
、
道
を
迷
わ
ず
に
行
け
る
標
識
は
助
か
る
。
多
分
、
ご
自
身
が
迷
っ

た
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
脚
を
進
め
る
。

 

途
中
、
標
識
の
矢
印
方
向
と
文
字
が
逆
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
の
を
沖
崎
さ
ん
が

補
正
作
業
と
点
検
確
認
を
進
め
て
行
っ
た
。

 

複
数
の
大
き
な
岩
が
壁
に
な
っ
て
い
る
「
貝
吹
之
野
」
で
最
後
の
小
休
止
を

取
っ
て
体
を
休
め
て
畑
林
さ
ん
か
ら
、
鎮
痛
消
炎
塗
薬
の
提
供
を
受
け
患
部
に

塗
込
む
と
少
し
痛
み
が
治
ま
り
歩
け
る
様
に
な
る
の
が
嬉
し
い
。

 

枝
打
ち
さ
れ
た
枯
杉
枝
を
踏
み
な
が
ら
「
塔
ノ
谷
峠
」
を
過
ぎ
る
と
ま
た
も

や
倒
木
が
あ
り
、
沖
崎
さ
ん
が
鋸
で
慣
れ
た
手
つ
き
で
切
断
し
、
橋
本
さ
ん
、

塩
川
さ
ん
、
畑
林
さ
ん
、
高
階
さ
ん
４
人
掛
か
り
で
道
横
に
移
動
さ
せ
た
。

 

青
木
さ
ん
の
事
前
確
認
歩
行
で
は
、
倒
木
は
処
理
し
問
題
無
し
の
報
告
で
あ

っ
た
が
、
数
週
間
の
間
に
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
改
め
て
自
然
の
力
と

不
断
の
対
応
が
必
要
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。

 
そ
こ
か
ら
更
に
下
り
道
を
行
く
と
、
「
玉
置
神
社
」
方
向
と
「
２
１
世
紀
の

森
」
方
向
の
分
岐
点
に
出
て
、
右
手
の
「
２
１
世
紀
の
森
」
へ
と
下
り
、
森
林

植
物
公
園
の
手
前
の
東
屋
に
辿
り
着
き
、
全
員
無
事
に
下
山
し
記
念
撮
影
と
な

る
。

 

そ
こ
に
は
、
沖
崎
車
と
塩
川
車
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
２
台
に
分
乗
し
国
道
４

２
５
号
線
を
辿
り
、
行
仙
宿
山
小
屋
補
給
路
登
山
口
に
向
か
っ
た
。

 

今
回
は
、
道
標
取
付
け
２
ヵ
所

(笠
捨
山
・
地
蔵
岳

)と
方
向
名
称
の
補
修
１
ヵ

所
、
倒
木
切
断
３
本
を
行
い
、
休
憩
を
含
め
て
６
時
間
４
５
分
の
行
程
で
あ
っ

た
が
、
昼
頃
か
ら
雨
の
予
報
が
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
少
し
気
温
の
上
昇
と
共

に
汗
ば
む
陽
気
で
あ
っ
た
。
自
分
的
に
は
、
ペ
ン
チ
、
プ
ラ
イ
ヤ
、
ド
ラ
イ
バ

ー
、
木
ネ
ジ
、
針
金
、
斧
を
用
意
し
た
が
使
用
す
る
出
番
は
な
か
っ
た
が
、
他

の
持
物
も
あ
り
軽
量
化
の
工
夫
が
必
要
で
体
力
も
考
慮
す
べ
き
点
が
反
省
点
で

あ
っ
た
。

 
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
佐
田
ノ
辻

8
:4

5
→
旧
逓
信
路
と
奥
駈
道
の
分
岐

8:50→
笠
捨
山
鞍
部
前
小
休

止
9:45→

1
0
:1

5
笠
捨
山

1
0
:3

5
→

1
0
:5

5
葛
川
辻
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5
→
地
蔵
岳
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1
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(昼
食
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1
2
:5

5
四
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5
送
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香
精
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処
理
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之
野
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ノ
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:3

0
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木
処
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1
4
:4

0
→
２
１
世
紀
の
森
分
岐

1
5
:0

5
１

1
5
:3

0
２
１
世
紀
の

森
東
屋
駐
車
場

1
5
:4

0
→

1
6
:1

5
行
仙
宿
山
小
屋
補
給
路
登
山
口

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(記
 
大
門
健
一
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道を遮る倒木の切出し 

貝吹之野 

ゴール地点・２１世紀の森東屋 


